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韓国における高病原性鳥インフルエンザ 

（Ｈ５Ｎ１亜型）の続発について 
 

このことについて、平成23 年５月18日付け23消安第1189 号をもって、農林水産省

消費・安全局動物衛生課長から別添写しのとおり通知があったので、貴会関係者に周知

方お願いします。 

このたびの通知の内容は、韓国における高病原性鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１亜型）

の発生について、昨年末の散発的な確認後、約１ヵ月、発生が確認されなかったが、今

般、京畿道漣川（キョンギドウヨンチョン）郡で本病の発生が確認された旨の情報を韓

国家畜衛生当局から得たので、近隣諸国の発生状況と併せて別添により情報を提供し、

下記の事項についての対応を各都道府県畜産主務部長に求めたので、本会あてに、了知

の上、円滑な防疫対策の実施につき、協力を求めるとともに、家畜防疫の重要性を十分

理解の上、本会会員等に対する周知とともに適切な対応がなされるよう指導が依頼され

たものです。 

 

記 

 

１ 本病の近隣諸国における発生状況に関する最新の情報等について、畜産関係者及び

関係機関・団体等に広く周知すること。 

 

２ 本病の発生予防を図るため、引き続き各農場に対し、防鳥ネットのチェックなど野

生動物の鶏舎への侵入防止、農場及び鶏舎出入口等での消毒の徹底など「高病原性鳥

インフルエンザの発生を防止するために～飼養衛生管理チェック表とポイント～」に

基づき指導するとともに、異常発見時の早期通報を徹底すること。 

本件内容のお問合せ先 
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